
次期プランの構成と施策体系（案） 参考資料２

第１章　計画策定にあたって 第４章　施策の展開

第２章　さいたま市の現況と課題 基本目標Ⅰ　安心して子どもを生み育てられる環境づくり

１　さいたま市の現況 　（１）結婚や妊娠を望む方への支援

２　第２期計画の分析・評価 　（２）妊娠期からの切れ目のない母子保健サービスの充実

３　計画策定にむけた課題 　（３）親子の健やかな成長のための支援と環境整備

基本目標Ⅱ　子育てがしやすい環境づくり

第３章　計画の基本的な考え方 　（１）幼児教育・保育の提供体制の確保

１　計画の基本理念  ※ 第２期計画を踏襲しつつ、下線部分追記 　（２）多様なニーズに応える保育サービスの充実

　（３）放課後の居場所の確保と充実

　（４）子育てを支える経済的支援の充実

２　計画の視点　　　※ 第２期計画を踏襲 　（５）社会全体で支える子育て支援の充実

  ・子ども・青少年が主体の視点 　（６）相談・情報提供の充実

  ・すべての子ども・青少年・子育て家庭を支援する視点 基本目標Ⅲ　子ども・若者が健全に成長できる環境づくり

  ・社会全体で支援する視点 　（１）子ども・若者の権利と個性が尊重される社会の実現

３　基本目標 　　　 ※ 課題整理表に基づき見直し 　（２）多様な体験・活動の提供

  Ⅰ　安心して子どもを生み育てられる環境づくり 　（３）地域における多彩な人材の育成

  Ⅱ　子育てがしやすい環境づくり 　（４）子ども・若者の居場所づくり

  Ⅲ　子ども・若者が健全に成長できる環境づくり 　（５）困難を有する子ども・若者の支援

  Ⅳ　誰一人取り残さない支援の充実 　（６）健全な成長を支える安全な環境づくり

４　重点取組方針　　※新規 基本目標Ⅳ　誰一人取り残さない支援の充実

 （１）こどもまんなか社会の実現 　（１）障害児施策の充実

 （２）少子化対策の推進 　（２）児童虐待防止対策の充実

　（３）社会的養育施策の充実

　（４）ひとり親家庭等への自立支援の充実

　（５）貧困の連鎖を断ち切るための支援の充実

重点施策

　（１）こどもまんなか社会の実現

　（２）少子化対策の推進

第５章　子ども・子育て支援事業に関する量の見込みと確保方策

社会全体で子ども・青少年の幸せと命の尊さを第一に考え、未来を担うす
べての子ども・青少年が自分らしく輝いて成長できるまち


